
11 

 

 

平成 29 年度の主な新規事業・レベルアップ事業の実績報告について【高齢者支援課】 

 

 

【新規】旧山﨑邸活用事業 

  旧山﨑邸活用検討委員会報告書に基づき開設準備を進め、北町高齢者センター開設 30 周年

に合わせ 10 月に開設した。 

（平成 29 年 10 月 15 日号市報「特集ページ」より） 

 

 

子育てひろば「みずきっこ」の利用実績 

  10 月 23 日～２月末：子ども 609 人、大人 564 人 計 1,173 人 1 日平均 13.8 人 

  

平成 30 年 3 月 28 日 

健康福祉総合計画・地域リハビリテーション推進会議 

資料３ 高齢者支援課 
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【新規】高齢者・障害者施設の防犯対策の充実 

平成 28 年７月、神奈川県の障害者支援施設において多数の入所者が殺傷されるという痛ましい事

件が発生したことを受け、あらためて社会福祉施設等における高齢者や障害者などの利用者の安全確

保に対する重要性が高まっていた。本市においても、特別養護老人ホームや障害者グループホーム等

の運営者が施設を安全に管理し、入居者が安心して生活できるよう、防犯カメラなど防犯設備を整備

する運営法人に対して経費の一部を補助する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【レベルアップ】いきいきサロン事業 

  高齢者の社会的孤立感の解消と健康寿命の延伸を図り、住み慣れた地域で在宅生活を送れるよう、

団塊世代が 75歳以上となる 2025年に向けた「まちぐるみの支え合いの仕組みづくり」の一環として、

高齢者の集う場を開設・運営する団体に対して支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年度は 17 団体（←28 年度 11 団体） 

利用登録者数：363 名、平均利用人数：14 人／回（平成 30 年 1 月現在、詳細は以下参照） 

 

  

【実績見込】 

●補助                ●工事 

・高齢者施設３か所 1,080千円    ・高齢者施設３か所 2,400千円 

・障害者施設１か所   266千円 

（※ほか障害者施設２か所は金額未定） 

  

【対策内容】  

  防犯カメラ、人感センサー（防犯灯）、110番直結非常通報装置など 

   

 

 

活動内容 

 実施場所：個人宅、団地集会所等 

 実施頻度：週１回以上 

 対象者：概ね６５歳以上の高齢者 

 参加人数：市民５名以上 

 安否確認を実施する。 



13 

 

【新規】摂食嚥下支援事業 

１ 目的 

 地域包括ケアの推進にあたり、高齢者の摂食嚥下支援の体制を強化するため、市の事業とし

て実施することで、摂食嚥下機能評価等のスキルやノウハウを有する歯科医師を育成し、多職

種連携の摂食嚥下支援のしくみをつくり、全市的な在宅医療・介護連携の広がりを図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 事業内容 

 平成29年度は市内特別養護老人ホームにおいて、武蔵野市歯科医師会の歯科医師と歯科衛生

士が、施設の介護職や看護職、栄養士等とともに、毎月、入所者の摂食嚥下機能の評価とカン

ファレンスによる支援方針の共有化を行い、一人ひとりに合った食形態や介助方法の工夫等を

行う。 

３ 実施内容（※平成 30年１月末日現在） 

 場  所： 特別養護老人ホーム吉祥寺ナーシングホーム 

実施回数： 年９回（原則毎月１回実施） 

       ※１月は受け入れ施設の都合（インフルエンザ対応）のため中止 

対  象： 全入所者（定員 50名） 

（内）摂食嚥下機能評価した者：延 101名（月平均約 11名） 

（内）摂食嚥下について特に注意（支援）が必要な者： 延 66名（※月平均約９名） 
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４ 成果 

・施設での摂食嚥下機能評価において必要な項目の整理。 

・摂食嚥下機能評価等のスキルやノウハウを有する歯科医師を育成するための実地の場の提

供。 

 

 ５ 今後の展開 

    在宅高齢者への摂食嚥下支援体制の構築に向けて、平成 30 年度は平成 29 年度に整理した施設

入所者に対する摂食嚥下機能評価項目を基に、在宅高齢者の支援者（多職種）が使用しやすいよ

う多職種により検討する。 

 


